
 
 

１．件名：高浜発電所４号機 蒸気発生器伝熱管の損傷に係る原因と対策につ 

   いて 

２．日時：令和元年１２月２日 １４時００分～１５時４０分 

３．場所：原子力規制庁 ２階会議室 

４．出席者： 

原子力規制庁 

原子力規制部検査グループ実用炉監視部門 

吉野企画調査官、小野上級原子炉解析専門官、比企主任監視指導官、東原子 

力規制専門員 

長官官房技術基盤グループシステム安全研究部門 

坂本主任技術研究調査官、船田技術参与 

 

関西電力株式会社（以下「関西電力」という。） 

原子力事業本部 原子力保全担当部長 他１２名 

５． 要旨 

（１）令和元年１０月１７日に発生した高浜発電所４号機の蒸気発生器（以下

「ＳＧ」という。）伝熱管の損傷について、同年１１月２８日に関西電力か

ら、同事象の原因と対策に係る報告が提出されたことから、同報告の内容に

ついて説明を受けた。関西電力からの主な説明は以下のとおり。 

〇伝熱管の損傷については、ＳＧ伝熱管の粒界腐食割れ、ピッティング、管

支持板との接触等ではなく、ＳＧ内発生物又はＳＧ外流入物との接触によ

る損傷の可能性があることを確認した。 

〇ＳＧ内発生物に関する調査において、ＳＧ内部品が脱落した可能性はなく、

スラッジとの接触による減肉の可能性は低いことから、ＳＧ外から流入し

た異物による摩耗減肉が発生した可能性が高いことを確認した。 

〇Ａ－ＳＧの第一管支持板上で発見された金属片を調査したところ、ＳＧ伝

熱管との接触に伴う摺動痕がないことを確認した。 

〇ＳＧ及び残留異物が滞留する可能性がある機器について、内部の目視検査

等を実施した結果、当該金属片及びスラッジ以外の異物は確認されず、想

定される異物はＳＧブローダウン系統から系外へ流出した可能性が高い

ことを確認した。 

〇ＳＧ伝熱管の損傷状況等から推定した異物及び伝熱管振動により、伝熱管

に減肉が発生する可能性があることを確認した。 

〇対策として、減肉したＳＧ伝熱管の施栓により供用外とするとともに、Ｓ

Ｇ内への異物混入防止対策を徹底する。 

 

（２）原子力規制庁より、以下の内容を含め公開会合の場で原因と対策を改めて

説明し、その後、意見交換を行うことを伝え、関西電力より了解した旨回答

があった。 

  〇本事象について、海外における類似事象を説明すること。 
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６．提出資料 

資料：高浜発電所４号機 蒸気発生器伝熱管の損傷について 


